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昨
年
、
国
内
で
は
忖
度
、
国
外
で

は
フ
ェ
イ
ク
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交

い
、
真
実
が
審
ら
か
で
な
い
情
報
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
紛

れ
も
な
い
真
実
は
、
急
速
に
進
展
す

る
少
子
高
齢
化
社
会
に
は
、
初
体

験
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
で

す
。

　

国
際
的
に
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
割
合
（
高
齢
化
率
）
が
、
７
％

を
超
え
る
と
高
齢
化
社
会
、
14
％
を

超
え
る
と
高
齢
社
会
、
そ
し
て
21
％

を
超
え
る
と
超
高
齢
社
会
と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
厚
生
労
働
省

の
発
表
で
は
、
我
が
国
の
高
齢
化
率

は
27
・
3
％
に
達
し
、
先
の
定
義
で

は
超
高
齢
社
会
に
該
当
し
ま
す
。
し

か
し
、
世
界
に
類
を
見
な
い
高
齢
化

の
ス
ピ
ー
ド
か
ら
す
る
と
、
我
が
国

の
超
高
齢
社
会
は
、
多
様
な
対
応
が

必
要
な
超
高
齢
化
驀
進
中
社
会
と
言

え
ま
し
ょ
う
。
か
か
る
社
会
で
は
、

生
き
る
こ
と
の
価
値
と
長
生
き
す
る

こ
と
の
意
味
を
常
に
問
い
続
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
、
世
代
間
の
対
立
を
メ
デ
ィ

ア
が
煽
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
確
か

に
少
子
化
対
策
と
と
も
に
、
年
金
改

革
も
必
要
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
最

近
の
高
齢
者
に
は
、
働
く
意
欲
を

も
つ
元
気
な
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
高
齢
者
が
働
く
と
年
金
を
減

額
・
調
整
す
る
の
で
は
な
く
、
労
働

が
も
た
ら
す
所
得
増
を
生
き
が
い
に

繋
げ
る
公
的
年
金
制
度
が
望
ま
れ
ま

す
。
姑
息
的
な
対
処
は
高
齢
者
の
意

欲
を
削
ぎ
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
を
揺
る
が
し
か
ね
ま
せ
ん
。
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
高
齢
者
づ
く
り

に
は
、
健
康
を
前
提
に
、
生
き
が
い

と
経
済
的
基
盤
と
が
調
和
す
る
生
涯

現
役
社
会
実
現
の
議
論
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

政
治
・
行
政
的
に
は
、
長
寿
化
に

伴
っ
て
派
生
す
る
問
題
を
多
面
的
、

重
層
的
に
議
論
す
る
機
運
が
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
多
く
の
人

が
直
面
す
る
課
題
の
選
択
肢
を
示
す

べ
く
、
昨
年
９
月
に
政
府
の
「
人
生

１
０
０
年
時
代
構
想
会
議
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
長
寿
を
前
提
に
し
た
生

き
方
を
、
教
育
や
経
済
政
策
、
雇
用

な
ど
の
専
門
家
が
結
集
し
て
、
新
た

な
生
き
方
を
模
索
す
る
人
を
後
押
し

し
よ
う
と
知
恵
を
絞
る
も
の
で
す
。

多
様
な
働
き
方
を
め
ぐ
る
議
論
は
、

労
使
の
代
表
が
主
導
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
う
や
く
高
齢
者
に
も
目

が
向
け
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
健
康
寿

命
を
誇
る
静
岡
県
で
は
、
そ
の
更
な

る
延
伸
に
向
け
て
、
最
近
、
疫
学
的

手
法
を
用
い
た
調
査
研
究
が
始
ま
り

ま
し
た
。
国
民
が
子
供
か
ら
高
齢
者

に
至
る
ま
で
光
り
輝
く
社
会
で
は
、

健
康
寿
命
の
延
伸
は
重
要
な
テ
ー
マ

で
す
。
財
団
職
員
は
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
、
情
報
を
共
有
し
て
頑
張
る
所

存
で
す
。
今
年
も
ど
う
か
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

謹賀新年

佐古　伊康

しずおか健康長寿財団　理事長

理事長ご挨拶
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第
30
回
全
国
健
康
福
祉
祭
あ
き
た
大
会
（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
）
が
平
成
29
年
９
月

９
日
（
土
）
か
ら
12
日
（
火
）
ま
で
、
秋
田
県
内

13
市
３
町
１
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

静
岡
県
選
手
団
は
８
月
24
日
（
木
）
に
結
団
式

を
行
い
、
健
闘
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
９
月
９
日
（
土
）
の
総
合
開
会
式
は
、
秋
田
市

の
秋
田
県
立
中
央
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
、
本
県
選
手
団
は
当
地
の
秋
田
市
立
御
所
野
小

学
校
の
児
童
と
と
も
に
堂
々
と
入
場
行
進
（
表
紙

写
真
）
し
ま
し
た
。

　
９
月
10
日
（
日
）
か
ら
の
競
技
に
は
、
23
競
技

に
１
６
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
内
、
軟
式

野
球
は
平
成
６
年
香
川
大
会
以
来
の
久
し
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
美
術
展
に
は
６
部

門
に
12
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

本
県
選
手
団
は
「
静
岡
県
の
は
つ
ら
つ
高
齢
者

こ
こ
に
あ
り
」
と
活
躍
し
、弓
道
・
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー

ツ
・
サ
ッ
カ
ー
・
囲
碁
・
水
泳
の
５
競
技
を
征
し

ま
し
た
。
昨
年
を
上
回
る
11
競
技
20
種
目
、
美
術

展
１
部
門
で
上
位
入
賞
す
る
な
ど
、
大
変
優
秀
な

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

県
総
合
社
会
福
祉
会
館
に
選
手
が

集
結
し
、
県
旗
が
山
口
重
則
静
岡
県

健
康
福
祉
部
長
か
ら
土
居
征
夫
選
手

団
長
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
御
殿
場
市
）

を
経
て
、安
藤
ひ
ろ
美
旗
手
（
弓
道
・

藤
枝
市
）
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
代
表
の
村
田
幸
男
さ

ん
（
菊
川
市
）・
鈴
木
由
利
子
さ
ん

（
掛
川
市
）
が
、「
熟
年
パ
ワ
ー
を

存
分
に
発
揮
し
、
正
々
堂
々
と
競
技

し
ま
す
。
全
国
の
選
手
及
び
秋
田
県

の
人
々
と
大
い
に
交
流
の
輪
を
広
げ

ま
す
」
と
力
強
く
決
意
表
明
し
ま
し

た
。

結
団
式
　

8
月
24
日
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特 報

ねんりんピック総合開会式　選手宣誓で全国の選手団が整列

決意表明
（左から村田さん、鈴木さん）

県旗が土居団長から
安藤旗手へ

～
秋
田
か
ら
つ
な
が
れ
！
つ
ら
な
れ
！
長
寿
の
輪
～

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７

　
　
　
　
　
本
県
選
手
団
が
大
活
躍
！



弓
道
（
団
体
優
勝
）

　

予
選
を
40
射
中
26
の
的
中
数
で
、

１
位
タ
イ
で
通
過
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
は
京
都
市
、
さ
い
た
ま
市
に

勝
利
し
た
後
、
準
決
勝
で
は
宮
城
県

を
６
対
５
、
優
勝
決
定
戦
は
和
歌
山

県
を
11
対
９
で
制
し
、
参
加
59
チ
ー

ム
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

選
手
団
の
旗
手
及
び
弓
道
チ
ー
ム

の
監
督
を
務
め
た
安
藤
ひ
ろ
美
さ
ん

を
中
心
に
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

し
た
。

メ
ン
バ
ー

安
藤
ひ
ろ
美
さ
ん
・
山
澤
榮
さ
ん
・
川
窪
健
一
さ
ん

渡
辺
英
雄
さ
ん
・
守
谷
真
弓
さ
ん
・
鎌
田
弘
志
さ
ん

秋
元
㓛
さ
ん

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

（
個
人
戦
優
勝
・
準
優
勝
・
５
位
・

６
位
入
賞
／
団
体
４
位
入
賞
）

　

杉
山
典
克
・
美
子
ペ
ア
（
菊
川
市
）

が
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
で
優
勝
、
ル
ン
バ

で
準
優
勝
、
ワ
ル
ツ
で
５
位
、
タ
ン

ゴ
で
６
位
と
全
４
種
目
入
賞
と
大
活

躍
。

　

団
体
戦
も
個
人
戦
の
盛
り
上
が
り

を
引
き
継
ぎ
、
見
事
４
位
に
輝
き
ま

し
た
。

メ
ン
バ
ー

後
藤
徹
さ
ん
・
野
田
章
さ
ん
・
杉
本
陽
子
さ
ん

上
総
満
雄
さ
ん
・
伊
奈
和
子
さ
ん
・
杉
山
典
克
さ
ん

杉
山
美
子
さ
ん
・
石
川
賀
郎
さ
ん
・
小
川
保
子
さ
ん

サ
ッ
カ
ー
（
団
体
優
勝
）

　

本
県
代
表
「
藤
枝
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
は
、
石
川
県
、

埼
玉
県
、
福
岡
市
と
同
ブ
ロ
ッ
ク
。

　

初
戦
石
川
県
と
は
２
対
０
で
勝

利
。
次
は
難
敵
の
埼
玉
県
で
し
た

が
、
何
と
か
１
点
を
守
り
切
っ
て
１

対
０
で
勝
利
。
最
終
戦
の
福
岡
市
は

４
対
０
の
快
勝
。
３
戦
全
勝
、
い
ず

れ
も
零
封
の
見
事
な
優
勝
で
し
た
。

メ
ン
バ
ー

村
越
廣
さ
ん
・
杉
山
忠
久
さ
ん
・
森
田
高
志
さ
ん

杉
村
誠
さ
ん
・
油
井
利
男
さ
ん
・
黒
井
正
春
さ
ん

伊
藤
博
敏
さ
ん
・
田
森
敏
夫
さ
ん
・
鳥
居
勝
裕
さ
ん

石
橋
敏
夫
さ
ん
・
青
木
弘
悟
さ
ん
・
秋
山
三
好
さ
ん

石
上
信
之
さ
ん
・
鈴
木
孝
明
さ
ん
・
宮
本
正
幸
さ
ん

落
合
一
昭
さ
ん
・
河
野
義
行
さ
ん
・
河
村
富
雄
さ
ん

水
泳
（
個
人
優
勝
・
準
優
勝
）

　

大
塚
安
孝
さ
ん
（
磐
田
市
）
が
男

子
50
ｍ
自
由
形
（
80
歳
以
上
の
部
）

で
35
秒
67
の
好
タ
イ
ム
で
大
差
を
つ

け
て
の
優
勝
、
25
ｍ
背
泳
ぎ
（
同
）

で
も
20
秒
25
の
タ
イ
ム
で
準
優
勝
と

メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
の
大
活
躍
で
し

た
。

◎ 
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

すこやか長寿 77 号5

秋田県立武道館（秋田市）にて

秋田県立体育館（秋田市）にて

ＴＤＫ秋田総合スポーツセンター
サッカー場（にかほ市）にて

見事な集中力

杉山ペアの
華麗な演技

福岡市戦での
シュート

秋田県立総合プール（秋田市）にて
大塚さんは写真右50m 自由形のスタート　大塚さんは写真左端

競
技
等
の
結
果
（
入
賞
者
の
紹
介
）



ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
準
優
勝
）

　

競
技
開
始
前
は
大
雨
・
雷
が
鳴
り

響
き
開
始
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

10
時
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
る
か
の

よ
う
に
雨
も
止
み
、「
富
士
山
っ
ち
」

チ
ー
ム
５
人
は
上
位
入
賞
目
指
し
ス

タ
ー
ト
。

　

角
館
の
武
家
屋
敷
通
り
を
、
頭
と

身
体
を
フ
ル
回
転
さ
せ
な
が
ら
歩
き

切
り
、
見
事
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。
な
ん
と
、
１
位
と
は
２
点
差
と

い
う
僅
差
で
し
た
。

メ
ン
バ
ー

渡
邊
英
機
さ
ん
・
山
下
三
男
さ
ん
・
加
藤
孝
さ
ん

白
井
義
博
さ
ん
・
上
野
真
さ
ん

マ
ラ
ソ
ン

（
３
位
・
４
位
・
８
位
入
賞
）

　

北
澤
正
孝
さ
ん
（
磐
田
市
）
が
５

ｋ
ｍ
男
子
70
歳
未
満
の
部
に
お
い
て

19
分
45
秒
で
３
位
。

　

ま
た
、
鈴
木
由
利
子
さ
ん
（
掛
川

市
）
が
10
ｋ
ｍ
女
子
70
歳
未
満
の
部

に
お
い
て
53
分
23
秒
で
４
位
、
本
田

高
一
さ
ん
（
菊
川
市
）
が
３
ｋ
ｍ
男

子
70
歳
未
満
の
部
に
お
い
て
11
分
18

秒
で
８
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
続
く
難
し
い

コ
ー
ス
で
、
見
事
な
走
り
で
し
た
。

卓
球
（
団
体
優
秀
賞
）

　

１
次
予
選
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
３
位
通

過
で
し
た
が
、２
次
予
選
・
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
巻
き
返
し
、
予
選
３
位

グ
ル
ー
プ
の
中
で
準
優
勝
し
、
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
　
永
田
晁
さ
ん
・
向
坂
栄
次
さ
ん

酒
井
喜
代
志
さ
ん
・
青
島
忠
さ
ん
・
河
村
英
一
さ
ん

篠
ケ
谷
八
重
子
さ
ん
・
内
海
容
子
さ
ん
・
長
谷
眞
紀
子
さ
ん

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
団
体
優
秀
賞
）

　

予
選
リ
ー
グ
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
３
位
通

過
で
し
た
が
、
予
選
３
位
グ
ル
ー
プ
の

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
勝
ち
続
け
優

勝
し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー

石
川
延
房
さ
ん
・
板
垣
あ
け
み
さ
ん

村
中
裕
紀
子
さ
ん
・
長
谷
川
三
世
子
さ
ん

松
本
登
志
雄
さ
ん
・
石
田
秀
明
さ
ん

剣
道
（
団
体
優
秀
賞
）

　

予
選
ブ
ロ
ッ
ク
を
順
当
に
勝
利

し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。

１
回
戦
で
強
敵
東
京
都
と
２
勝
２
敗

の
互
角
の
勝
負
。
代
表
戦
で
の
惜
敗

で
し
た
が
、
ベ
ス
ト
16
で
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー

松
下
秀
夫
さ
ん
・
曽
根
啓
之
さ
ん
・
塚
本
哲
也
さ
ん

鈴
木
義
美
さ
ん
・
前
田
武
吉
さ
ん

◎ 
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

競
技
等
の
結
果
（
入
賞
者
の
紹
介
）
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秋田県立角館高校駒草キャンパスにて

横手体育館（横手市）にて大館市高館
テニスコートにて

由利本荘市総合体育館にて

5km のスタート
北澤さんは左端

鹿角市総合運動公園にて
左から本田さん、北澤さん、鈴木さん

いざ！
スタート

総合開会式・競技会場では「天然記念物 
秋田犬」や「秋田小町」がお出迎え



囲
碁
（
個
人
全
勝
賞・団
体
準
優
勝
）

　

個
人
戦
で
は
、井
上
邦
彦
さ
ん（
三

島
市
）
と
郡
よ
し
子
さ
ん
（
伊
東
市
）

が
４
戦
全
勝
で
全
勝
賞
を
受
賞
。

　

団
体
戦
で
も
10
勝
２
敗
の
好
成
績

で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー

江
面
雄
次
さ
ん
・
井
上
邦
彦
さ
ん
・
郡
よ
し
子
さ
ん

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

（
個
人
５
位
入
賞
、
団
体
優
秀
賞
）

　

個
人
戦
で
は
田
中
光
雄
さ
ん
（
富

士
市
）
が
５
位
入
賞
。

　

団
体
戦
で
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か

か
る
中
、
４
人
が
結
束
し
て
８
位
を

死
守
、
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
活
躍
で

し
た
。

メ
ン
バ
ー

真
野
正
一
さ
ん
・
田
中
光
雄
さ
ん

池
田
昭
弘
さ
ん
・
宮
澤
徹
さ
ん

書
部
門
（
最
高
齢
者
賞
）

　

松
井
里
枝
さ
ん
（
沼
津
市
、92
歳
）

が
書
部
門
で
最
高
齢
者
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

総
合
開
会
式
で
は
土
居
征
夫
団
長

を
中
心
に
地
元
秋
田
市
立
御
所
野
小

学
生
の
皆
さ
ん
と
交
流
。
小
学
生
か

ら
選
手
団
へ
、
選
手
団
か
ら
小
学
生

へ
の
相
互
の
質
問
が
行
わ
れ
、
短
い

時
間
で
し
た
が
世
代
を
超
え
た
絆
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

土
居
征
夫
団
長
（
前
列
右
か
ら
３

人
目
）、
佐
古
伊
康
当
財
団
理
事
長

（
同
４
人
目
）
と
と
も
に
、
各
競
技

種
目
で
入
賞
し
た
静
岡
県
代
表
選
手

25
名
が
、
吉
林
章
仁
副
知
事
（
同
５

人
目
）
に
成
績
を
報
告
し
ま
し
た
。

旧料亭金勇（能代市）にて

小学生から贈呈された
手作りの横断幕

選手団と交流する小学生の皆さん
土居団長は右端

松井さんの作品
「西行」のうた 北秋田市鷹巣体育館にて

平成 30年度の ｢ねんりんピック ｣は、平成 30年 11月に富山県で開催されます。

本県予選会は平成 30年４〜６月にかけて開催の予定です。
予告

◎ 
文
化
交
流
大
会

◎ 

美
術
展

報
告
会 

11
月
9
日

地
元
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

すこやか長寿 77 号7



　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
退
職
や
引
退

し
て
年
金
生
活
で
老
後
を
過
ご
そ
う
と
い

う
甘
い
考
え
は
通
用
し
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
動
け
る
限
り
仕
事
を
し
て
生
産
活
動
を

し
な
け
れ
ば
、
現
在
の
日
本
社
会
は
維
持
で

き
ず
、
少
子
化
と
と
も
に
つ
つ
ま
し
や
か
な

縮
小
し
た
社
会
へ
と
転
換
し
て
ゆ
く
時
代
と

な
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
右
肩
上
が
り
の

成
長
を
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
成

熟
し
た
社
会
で
身
の
丈
に
あ
っ
た
生
活
を
営

む
こ
と
が
幸
せ
と
す
る
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
に

や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◆
高
齢
者
の
め
ま
い
や
ふ
ら
つ
き
の
要
因

　

現
在
、
要
支
援
・
要
介
護
１
と
い
っ
た
軽

い
介
護
を
必
要
と
す
る
要
因
は
転
倒
・
骨
折

や
衰
弱
に
よ
る
運
動
器
の
廃
用
症
候
群
に

よ
る
も
の
が
多
く
、
要
介
護
４
・
５
と
い
っ

た
も
の
に
は
認
知
症
や
脳
血
管
障
害
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
め
ま
い
や
ふ
ら
つ
き
は
転
倒

や
運
動
不
足
な
ど
に
よ
る
廃
用
症
候
群
を
引

き
起
こ
す
重
要
な
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

加
齢
に
伴
っ
て
平
衡
感
覚
（
か
ら
だ
の
ふ

ら
つ
き
を
認
識
す
る
感
覚
）
も
機
能
低
下
を

お
こ
し
ま
す
。
し
か
し
平
衡
感
覚
に
つ
い
て

は
、
聴
力
や
視
力
の
低
下
と
違
っ
て
受
け
入

れ
に
く
い
も
の
で
す
。
目
に
見
え
て
お
こ
る

変
化
で
は
な
い
こ
と
や
、
平
衡
感
覚
の
働
き

は
意
識
し
て
感
じ
ら
れ
な
い
た
め
で
す
。
そ

れ
ゆ
え
、
機
能
低
下
を
受
け
入
れ
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
特
に
高
齢
な
方

の
ふ
ら
つ
き
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
っ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
ふ
ら
つ
き
の
対
策
そ
の
1

　
　
　（
筋
力
の
維
持
）

　

は
じ
め
に
平
衡
機
能
も
加
齢
に
伴
い
低
下

し
て
ゆ
く
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
す
。
目

を
つ
む
っ
て
片
足
で
30
秒
間
立
っ
て
お
ら
れ

め
ま
い
・
ふ
ら
つ
き
の
対
策

浜
松
医
科
大
学
附
属
病
院

　
　
　
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科

峯み
ね
た田 

周ひ
ろ
ゆ
き幸 

教
授

すこやか長寿 77 号 8
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峯田 周幸 教授 プロフィール
昭和 55年 浜松医科大学医学部卒業
昭和 59年 浜松医科大学医学部大学院卒業

医学博士
昭和 59年 清水厚生病院
昭和 61年 浜松医科大学医学部助手
昭和 63年 浜松医科大学付属病院講師 
平成  8年 浜松医科大学医学部助教授
平成 15年 現職
日本耳鼻咽喉科学会、日本癌学会、日本頭頸部
癌学会、日本頭頸部外科学会、耳鼻咽喉科臨床
学会、日本耳科学会、日本気管食道学会、日本
小児耳鼻科学会



れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
し
か
し
60
歳
を
過
ぎ
る

と
、
多
く
の
方
は
30
秒
間
起
立
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
そ
の
原
因
は
か
ら
だ
の
傾
き
を
察

知
す
る
こ
と
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、

踏
ん
張
る
（
あ
る
い
は
立
ち
直
ら
せ
る
）
筋

力
が
落
ち
て
い
る
こ
と
か
ら
起
こ
り
ま
す
。

ま
た
、
速
い
か
ら
だ
の
動
き
に
対
応
で
き
る

の
は
内
耳
だ
け
で
す
。
内
耳
の
老
化
は
、
平

衡
感
覚
を
つ
か
さ
ど
る
受
容
器
で
あ
る
三
半

規
管
や
前
庭
器
（
卵
形
嚢
や
球
形
嚢
）
に
あ

る
有
毛
細
胞
の
有
毛
が
消
失
す
る
こ
と
か
ら

起
こ
り
ま
す
。
年
を
と
っ
て
抜
け
る
の
は
髪

の
毛
だ
け
で
な
く
、耳
（
内
耳
の
有
毛
細
胞
）

の
毛
も
抜
け
る
の
で
す
。
一
度
毛
が
抜
け
る

と
、
二
度
と
生
え
て
き
ま
せ
ん
。
確
実
な
予

防
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
筋
力
を
つ

け
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
老
化
は
下
肢
か
ら

起
こ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
タ
ン
パ
ク
質
を

と
っ
て
（
ア
ミ
ノ
酸
の
吸
収
の
た
め
に
は
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
の
豊
富
な
豚
肉
が
よ
い
）、
運
動

を
す
る
こ
と
で
筋
肉
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
年
を
と
っ
た
か
ら
野
菜
だ
け
で
よ
い

と
い
う
の
は
間
違
い
で
す
。
踏
ん
張
る
力
、

立
ち
直
ら
せ
る
力
を
作
る
た
め
に
は
筋
肉
が

必
要
で
す
。

◆
ふ
ら
つ
き
の
対
策
そ
の
2

　（
平
衡
感
覚
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

次
に
平
衡
感
覚
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
大
切
で
す
。
じ
っ
と
し
て
い
て
は
、
脳
は

こ
の
ま
ま
で
よ
い
と
理
解
し
て
頑
張
り
ま
せ

ん
。
か
ら
だ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
に
は
、
内

耳
・
目
・
深
部
知
覚
な
ど
の
情
報
が
脳
に
運

ば
れ
て
、
最
終
的
に
は
脳
で
調
整
が
行
わ
れ

ま
す
。
常
に
脳
を
活
発
に
し
て
お
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
か
ら
だ
が
ふ
ら
つ
い
て

困
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
を
脳
に
送
る
こ
と

で
す
。
す
な
わ
ち
普
段
か
ら
め
ま
い
を
起
こ

す
よ
う
に
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
四
六
時
中
ふ
ら
つ
い
て
い
る
情
報
を
脳

に
送
る
と
、
脳
で
適
応
し
て
ふ
ら
つ
き
を
調

整
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
い

き
な
り
か
ら
だ
を
激
し
く
動
か
す
の
は
危
険

で
す
。
眼
を
動
か
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

目
の
前
に
伸
ば
し
た
自
分
の
指
を
み
る
、
指

を
動
か
し
て
眼
で
追
う
。
こ
う
し
た
運
動
か

ら
始
め
、
頭
を
上
下
・
左
右
・
回
転
と
動
か

し
ま
す
。
次
第
に
早
く
動
か
し
ま
す
。
次
に
、

か
ら
だ
を
起
こ
し
た
り
寝
た
り
し
ま
す
。
最

後
は
歩
行
で
す
。
急
が
ず
に
継
続
し
て
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
ど
う
し
て
も
ふ
ら
つ
き

が
ひ
ど
い
場
合
は
、
早
め
に
杖
を
使
用
し
ま

す
。
杖
に
よ
っ
て
、
か
ら
だ
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
新
し
い
情
報
や
手
段
が
増
え
ま
す
。
脳

は
ひ
と
つ
で
も
多
い
情
報
を
得
る
こ
と
で
、

よ
り
的
確
な
指
示
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
あ
き
ら
め
ず
、
地
道
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
脳
を
活
性
化
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
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新
潟
県
中
魚
沼
郡
生
ま
れ
の

佐
藤
喜
作
さ
ん
は
一
九
四
六

年
、
二
十
歳
の
時
、
新
潟
か
ら

の
戦
後
開
拓
団
に
加
わ
り
、
当

時
は
未
だ
原
野
の
南
伊
豆
町
天

神
原
に
来
ま
し
た
。

　

天
神
原
は
町
の
北
西
、
標
高

約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し

ま
す
。
戦
後
開
拓
と
は
終
戦
後

の
食
糧
難
対
策
と
復
員
者
の
職

場
づ
く
り
の
為
、
国
が
進
め
た

政
策
で
し
た
。

　

農
家
の
三
男
だ
っ
た
喜
作
さ

ん
は
家
業
を
継
げ
ず
、
町
役
場

の
人
か
ら
「
伊
豆
に
良
い
所
が

あ
る
か
ら
行
っ
て
み
た
ら
。」

と
勧
め
ら
れ
南
伊
豆
に
来
ま
し

た
。

　
「
新
潟
か
ら
汽
車
で
上
野
駅

経
由
沼
津
ま
で
来
て
、
そ
こ
か

ら
船
で
西
伊
豆
町
仁
科
ま
で
来

ま
し
た
。
戦
後
ま
だ
焼
け
野
原

の
沼
津
は
駅
か
ら
港
ま
で
真
っ

す
ぐ
歩
け
る
ほ
ど
で
し
た
。
一

月
だ
っ
た
の
で
本
当
は
寒
い
は

ず
が
新
潟
か
ら
来
た
私
達
は

全
く
寒
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
い
ざ
、
天
神
原
に

着
い
た
ら
シ
ョ
ッ
ク
。
竹
藪
だ

ら
け
で
『
こ
ん
な
所
に
住
め
る

か
！
』
と
思
い
ま
し
た
。
食
料

を
作
る
仕
事
と
聞
い
て
い
た
の

に
畑
も
な
く
、
最
初
は
土
方
仕

事
ば
か
り
で
『
だ
ま
さ
れ
た
。』

と
思
い
ま
し
た
。
米
ど
こ
ろ
新

潟
か
ら
来
た
私
達
は
日
本
に
米

が
無
い
場
所
が
あ
る
ん
だ
と
大

変
驚
き
ま
し
た
。
多
く
の
人
達

が
一
ヵ
月
も
せ
ず
に
嫌
に
な
っ

て
出
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

開
拓
は
鍬
一
本
、
機
械
な
ど

な
か
っ
た
の
で
全
て
人
力
で
し

た
。
入
植
初
期
に
様
子
を
見
に

来
た
父
と
兄
は
天
神
原
の
ひ
ど

い
生
活
を
見
て
、『
喜
作
を
伊
豆

に
流
し
て
し
ま
っ
た
。』
と
い
つ

も
気
に
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

来
た
ば
か
り
の
頃
は
本
当
に

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
今
は
極
楽

で
す
。
こ
こ
は
空
気
も
良
い
し

雪
も
降
ら
な
い
。
戦
後
南
伊
豆

で
一
番
発
展
し
た
の
は
天
神
原

だ
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
何

も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
か

ら
。
若
い
人
に
は
本
当
に
お
世

話
に
な
り
感
謝
の
一
語
。
今
は

高
校
野
球
の
中
継
を
観
る
の
が

何
よ
り
も
楽
し
み
だ
ね
。」
と

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
賀
茂
地
区
生
き
が
い
特
派
員　

福
居 

通
彦
）

参
考
文
献
：
き
き
が
き
や
発
行

「
南
伊
豆
の
聞
き
書
き
③

知
っ
て
ん
け
ぇ
・
・

天
神
原
開
拓
の
あ
し
あ
と
」

すこやか長寿 77 号 10

戦
後
開
拓
の
苦
難
を

　

乗
り
越
え
、
今
は
極
楽

開拓前からあった天神社

天神原開拓記念碑

開拓当時と同じ竹藪

（
南
伊
豆
町
）

佐さ

と

う藤 

喜き

さ

く作 

さ
ん
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二
十
歳
で
結
婚
、
子
育
て

も
ひ
と
段
落
し
た
塩
川
さ
ん
は

昭
和
五
十
八
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
言
う
言
葉
が
一
般
化
し
た

頃
、
専
業
主
婦
で
も
出
来
る
こ

と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
案

し
て
い
ま
し
た
。
富
士
宮
市
役

所
保
健
課
の
三
上
様
か
ら
、
一

年
六
ヶ
月
児
の
検
診
時
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
を
受
け
、
友

人
五
人
で
検
診
日
の
曜
日
に
因

ん
で
木
曜
会
と
名
付
け
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
を
発
足
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
関
心
を
集
め
、
会

員
数
は
専
業
主
婦
を
中
心
に

百
人
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
日
本
赤
十
字
の
救
護
法
も

学
び
、
富
士
宮
市
立
病
院
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
施
設
見
学
や
、
他
市
町
村

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
、

勉
強
会
、
市
の
協
力
を
得
て
充

実
し
た
活
動
を
さ
れ
、
現
在
の

富
士
宮
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

会
の
基
礎
を
担
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

木
曜
会
の
メ
ン
バ
ー
も
高
齢

化
で
会
員
が
減
っ
て
き
た
平
成

十
二
年
（
西
暦
二
〇
〇
〇
年
）

に
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
が
開

か
れ
終
了
後
希
望
者
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
二
〇
〇
〇
と
名
付
け
た

会
を
発
足
し
ま
し
た
。
そ
し
て

介
護
施
設
等
で
活
動
を
続
け
ま

し
た
が
、
そ
の
間
、
介
護
保
険

法
の
制
定
で
ヘ
ル
パ
ー
制
度
が

導
入
さ
れ
、
従
来
の
お
世
話
が

で
き
な
く
な
り
施
設
内
の
掃
除

な
ど
で
会
員
も
女
性
ば
か
り
に

な
り
ま
し
た
。
介
護
施
設
の
利

用
者
さ
ん
が
、
歌
が
好
き
だ
と

気
づ
き
、
音
楽
で
の
慰
問
を
考

え
富
士
宮
北
高
校
吹
奏
楽
部
卒

の
同
級
生
五
名
が
賛
成
し
て
く

れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
塩
川
さ
ん
は
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
り
現
在
、
週

一
回
の
練
習
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
等
で
月
四
回
の
慰
問
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
五
年
目
に
な
り
、
高

齢
者
に
分
か
り
や
す
い
昔
の
懐

か
し
い
昭
和
の
歌
謡
曲
を
生
演

奏
で
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
今
年
四
月
に
昭
和
歌
謡
劇

団
と
改
名
し
ま
し
た
。

　
「
振
り
返
れ
ば
、
平
成
十
三

年
に
民
生
委
員
の
役
を
い
た
だ

き
十
六
年
間
続
け
て
き
ま
し

た
。
こ
の
間
多
く
の
方
々
と
出

会
い
、
地
域
の
人
と
ふ
れ
合
い
、

助
け
ら
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

通
し
て
実
り
あ
る
人
生
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
富
士
宮

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
も
参
加

団
体
が
増
え
ボ
ラ
ン
テ
イ
ァ
の

お
祭
り
「
ふ
れ
合
い
ト
ー
ク
」

も
毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
、
副
会

長
の
私
も
後
に
続
く
人
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
を
し
て
も
う
少
し
だ

け
頑
張
り
た
い
。」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

（
富
士
・
富
士
宮
地
区
生
き
が
い
特
派
員　

原　

義
廣
）

すこやか長寿 77 号11

（
富
士
宮
市
）

塩し
お
か
わ川 

幸ゆ

き

え江 

さ
ん

昭和歌謡劇演奏会

交流会の様子
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今
年
91
歳
の
赤
堀
庄
太
郎
さ

ん
は
、
今
も
元
気
に
音
楽
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
歌
が
得
意
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
が
上
手
と
い
う

と
て
も
音
楽
好
き
な
少
年
で
し

た
。
小
学
生
の
と
き
は
じ
め
て

聴
い
た
ピ
ア
ノ
に
感
動
し
、
な

ん
と
し
て
も
ピ
ア
ノ
を
弾
き
た

い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
戦
前

の
田
舎
で
は
ピ
ア
ノ
を
習
う
男

の
子
は
珍
し
く
「
女
の
子
か
ら

嫌
が
ら
れ
な
が
ら
練
習
し
ま
し

た
よ
。」
と
笑
っ
て
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
技
術
を

い
か
す
べ
く
昭
和
22
年
か
ら
高

校
の
音
楽
教
師
と
な
り
ま
し
た

が
、
当
時
学
校
に
ピ
ア
ノ
は
な

く
、
ヤ
マ
ハ
や
河
合
な
ど
の
楽

器
会
社
に
頼
み
に
行
っ
た
そ
う

で
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
こ
ん
な

楽
器
は
ど
う
か
と
ア
イ
デ
ァ
を

持
ち
込
み
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
や

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
（
商
品
名
ピ

ア
ニ
カ
な
ど
）
が
作
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
誰

も
が
習
う
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
を

発
明
し
た
方
が
こ
ん
な
近
く
に

お
ら
れ
た
こ
と
が
驚
き
で
す
。

要
請
が
あ
れ
ば
、
日
本
全
国
ど

こ
へ
で
も
出
か
け
て
そ
の
指
導

に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
菊
川
市
文
化
会
館

ア
エ
ル
創
立
に
尽
力
さ
れ
、
初

代
館
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
、

ア
エ
ル
で
は
様
々
な
音
楽
家
や

芸
術
家
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
来

館
さ
れ
た
折
は
案
内
役
と
し
て

い
ろ
い
ろ
お
話
し
た
こ
と
が
良

い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
健
康
に
何
の
問
題
も

な
く
、
耳
は
も
ち
ろ
ん
、
目
は

眼
鏡
の
必
要
な
く
、
声
に
も
張

り
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
は
そ
の
ア
エ
ル

に
て
赤
堀
さ
ん
の
演
奏
と
医
師

の
遠
山
先
生
が
健
康
長
寿
に
つ

い
て
語
る「
菊
川
で
健
康
長
寿
」

と
い
う
企
画
が
あ
り
、
み
ご
と

な
演
奏
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
年
齢
に
自
分
が
追
わ
れ
る
の

で
は
な
く
、
自
分
が
先
に
進
ん

で
い
く
よ
う
な
生
活
が
大
事
だ

と
思
う
。
今
91
だ
け
れ
ど
、
数

え
て
い
な
い
。
死
ん
だ
と
き
、

は
じ
め
て
あ
の
人
は
死
ん
だ
な

と
言
え
ば
い
い
。
そ
れ
ま
で
は

し
っ
か
り
や
る
事
が
生
き
る
喜

び
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的

で
し
た
。

　

話
し
な
が
ら
も
、
ピ
ア
ノ
を

弾
い
て
下
さ
り
、
そ
の
す
ば
ら

し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
現
在

も
新
し
い
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

開
発
を
模
索
中
だ
そ
う
で
、
音

楽
と
と
も
に
歩
い
て
き
た
人

生
、
ま
だ
ま
だ
歩
み
を
ゆ
る
め

て
い
ま
せ
ん
。

（
小
笠
・
榛
南
地
区
生
き
が
い
特
派
員　

荒
木
弘
子
）

すこやか長寿 77 号 12

（
菊
川
市
）

音
楽
で
健
康
長
寿

赤あ
か
ほ
り堀 

庄し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎 

さ
ん

天皇陛下とご対面

鍵盤ハーモニカ演奏もお手の物
（写真：アエル提供）
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皆
さ
ん
は
「
健
康
寿
命
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

健
康
寿
命
は
「
０
歳
の
人
が
あ
と
何
年
健
康
で
自

立
し
て
生
き
ら
れ
る
か
」
を
表
し
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
の
静
岡
県
の
健
康
寿
命
は
、
男
性
72
・
13

歳
、
女
性
75
・
61
歳
で
県
試
算
の
男
女
計
で
は
全

国
２
位
と
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　

健
康
寿
命
は
市
町
別
に
算
出
で
き
な
い
た
め
、

静
岡
県
で
は
、
65
歳
の

方
が
平
均
し
て
あ
と
ど

の
位
の
期
間
、
自
立
し

て
健
康
に
生
活
で
き
る

か
を
死
亡
や
要
介
護
認

定
の
状
況
か
ら
求
め
た

「
65
歳
か
ら
の
平
均
自

立
期
間
」
で
あ
る
市
町

別
「
お
達
者
度
」
を
平

成
24
年
度
か
ら
毎
年
公

表
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
達
者
度
」
は
、

県
内
市
町
の
健
康
長
寿

の
指
標
と
し
て
、
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
が
平
成
29
年
８
月
に
公
表
し
た
平
成
26

年
の
「
お
達
者
度
」
は
、
男
性
17
・
81
年
、
女
性

21
・
02
年
で
前
年
よ
り
延
び
て
い
ま
す
。

　

市
町
別
に
見
る
と
、
男
性
は
川
根
本
町
が
最

も
長
く
19
・
29
年
、
女
性
は
森
町
が
最
も
長
く
、

22
・
43
年
で
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
３
年
、
い
ず
れ
も
上
位
５
位
に
入

っ
た
市
町
は
、
男
性
で
は
川
根
本
町
、
女
性
で
は

森
町
、
川
根
本
町
、
吉
田
町
で
し
た
。

　

一
方
で
、
下
位
の
市
町
は
男
女
と
も
に
東
部
か

ら
伊
豆
方
面
の
市
町
に
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し

た
。（
下
図
参
照
）

　
「
お
達
者
度
」
に
影
響
を
与
え
る
要
因
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
上
位
の
市
町
の
特
徴
と
し
て
、
運

動
習
慣
が
あ
る
、
大
豆
製
品
を
摂
る
、
喫
煙
を
し

な
い
、
世
代
間
交
流
が
あ
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。「
運
動
」「
食
生
活
」「
社
会
参
加
」
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
す
。

　

寒
い
季
節
は
、
ど
う
し
て
も
、
暖
房
器
具
が
あ

る
部
屋
か
ら
出
た
く
な
く
な
り
、
身
体
を
動
か
す

こ
と
が
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
近
所

健
康
長
生
き
「
お
達
者
度
」

「
お
達
者
度
」
と
は

最
新
の「
お
達
者
度
」
は

「
お
達
者
度
」
を
伸
ば
す
た
め
に
は

の
方
や
ご
家
族
、
お
友
達
と
一
緒
に
、
寒
さ
対
策

を
忘
れ
ず
に
意
識
的
に
身
体
を
動
か
し
た
り
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

静
岡
県
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課

すこやか長寿 77 号13

健康づくりのポイント

平成 26年お達者度

男性 女性

平成２６年　静岡県市町別「お達者度」（65 歳の平均自立期間）
男　性

順位 市町 お達者度（年）

１ 川根本町 19.29

２ 藤 枝 市 18.46

３ 裾 野 市 18.43

４ 磐 田 市 18.41

５ 湖 西 市 18.37

女　性

順位 市町 お達者度（年）

１ 森 町 22.43

２ 川根本町 22.00

３ 御殿場市 21.99

４ 吉 田 町 21.68

５ 清 水 町 21.68

1〜 5位     6〜 10位   11〜 25位  26〜 30位  31〜 35位

（県内順位）



　静岡県及びしずおか健康長寿財団では、県下の小・中・高等学校・特別支援学校の児童生徒から、
健康に関するポスター・標語を募集し、創作過程を通じて学校や家庭などにおける健康づくり県民運
動の推進を図っています。
　今回は、ポスター 165点、標語 917点、計 1,082点の応募があり、平成 29年 10月７日（土）、ツ
インメッセ静岡において入賞作品の表彰式を行いました。今後は県内各地で展示を実施する予定です。
　素晴らしい作品の中から各部門の最優秀賞（静岡県知事賞）作品をご紹介します。

テーマ
食育

小学生低学年の部 小学生高学年の部 中学生の部 高校生の部

浜松市立白脇小学校２年

曽根 千聖さん

富士市立吉永第一小学校６年

中川 瑛梨さん

磐田市立磐田第一中学校３年

玉川 実京さん

日本大学三島高等学校２年

池澤 翠さん

「家族や仲間と楽しむ食事」

健診（検診）「私のため、僕のために受けて健康診断」

ポスターの部

標語部門

表彰式

静岡市立高松中学校３年 榊原 悠さん

夕ご飯   「今日ね」で始まる  報告会食育

浜松市立伊佐見小学校５年  佐々木 真瑚さん

いつまでも  元気のひみつは  健康しんだん健診（検診）

すこやか長寿 77 号 14

健康長寿の三要素（運動・栄養・社会参加）

第４回 ふじのくに健康づくり
ポスター・標語コンクール入賞作品紹介



　

静
岡
県
で
は
、
定
年
退
職
や
子
ど
も
の
独
立
な

ど
に
よ
り
、
社
会
と
の
関
わ
り
が
少
な
く
な
る
世

代
の
方
を
対
象
に
、
静
岡
県
が
推
奨
す
る
「
健
康

長
寿
の
３
要
素
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
社
会
参
加
」

を
促
進
す
る
た
め
の
「
ふ
じ
の
く
に
壮
年
熟
期
活

躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
県
内
４
市
（
湖
西
市
、
藤
枝
市
、

島
田
市
、
静
岡
市
）
で
、
社
会
参
加
の
き
っ
か
け

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、「
社
会
参
加
促
進
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
参
加
促
進
フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
４

市
に
加
え
、
伊
豆
市
、
御
殿
場
市
、
袋
井
市
、
磐

田
市
の
計
８
市
に
お
い
て
、
自
分
の
生
き
が
い
に

つ
な
が
る
社
会
参
加
を
見
つ
け
る
た
め
の
様
々
な

講
座
や
実
習
を
順
次
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

伊
豆
市
（
九
月
）、
藤
枝
市
（
十
月
）
で
は
、

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
に
つ
い
て
の
講
演

会
や
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
に
は
、
島
田
市
、
御
殿
場
市
、
磐
田
市

で
退
職
し
た
男
性
な
ど
を
対
象
に
、
趣
味
や
起

業
、
地
縁
活
動
な
ど
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

方
々
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

ア
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
た
め
の
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
湖
西
市
で

は
、
災
害
時
に
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
講

座
や
認
知
症
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
大
切

さ
を
学
ぶ
研
究
会
な
ど
毎
回
、
地
域
の
課
題
に

沿
っ
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
認
知
症
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究

会
で
は
、
壮
年
熟
期
の
市
民
か
ら
自
治
会
長
、
民

生
委
員
、
医
療
・
介
護
の
専
門
職
が
集
ま
り
、
講

師
の
静
岡
文
化
芸

術
大
学
の
河
村
洋

子
准
教
授
か
ら

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

つ
な
が
り
は
支
え

ら
れ
る
人
だ
け
で

な
く
支
え
る
人
に

も
大
事
。
健
康
寿

命
に
影
響
を
与
え

ま
す
」
と
の
お
話

が
あ
り
、
湖
西
市

版
の
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
た
め
、
今
後

も
継
続
的
に
研
究

会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
今
後

も
、
県
内
各
地
で
様
々
な
「
社
会
参
加
」
を
促
進

す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。「
社
会
参
加

促
進
フ
ェ
ア
」
や
実
習
・
講
習
の
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w.soukatsu-pjt.com

静
岡
県
健
康
福
祉
部
長
寿
政
策
課

すこやか長寿 77 号15

ふじのくに壮年熟期活躍プロジェクト

社
会
参
加
で
地
域
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り

ふ
じ
の
く
に
壮
年
熟
期
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

③



　

大
河
ド
ラ
マ
「
女
城
主
直
虎
」
の

隠
れ
里
の
ロ
ケ
地
に
も
な
っ
た
、
竜

宮
小
僧
の
伝
説
が
残
る
、「
久
留
女

木
の
棚
田
」
へ
、
い
ざ
出
発
。
地
元

で
棚
田
を
守
り
続
け
て
い
る
西
本
有

一
様
に
、
特
別
に
案
内
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
ド
ラ
マ
の
撮
影
秘
話
も
交

え
な
が
ら
、
稲
刈
り
前
の
青
々
と
し

た
棚
田
と
、
赤
い
彼
岸
花
が
咲
き
乱

れ
る
中
を
「
竜
宮
小
僧
」
と
呼
ば
れ

る
湧
水
ま
で
、
歩
き
切
り
ま
し
た
。

現
在
も
井
伊
家
の
家
臣
の
末
裔
が
、

棚
田
を
耕
し
続
け
て
い
る
と
言
う
お

話
を
聞
き
な
が
ら
、
ド
ラ
マ
も
回
想

し
つ
つ
、
会
員
さ
ん
た
ち
も
、
時
代

　

恒
例
と
な
り
つ
つ
あ
る
浅
草
寄
席

事
業
で
す
が
、
何
度
聞
い
て
も
笑
え

る
身
近
な
寄
席
。
二
つ
目
昇
進
初
日

の
「
た
ま
平
」（
林
家
三
平
の
孫
）、

ト
ラ
ン
プ
マ
ジ
ッ
ク
一
筋
の
「
ア
サ

ダ
二
世
」、
何
で
も
切
れ
る
紙
切
り

の
「
林
家
楽
一
」、
余
談
漫
談
の
一

人
で
出
演
の
「
林
家
ぺ
ー
」、
締
め

の
落
語
は
、「
春
風
亭
小
朝
」
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
寄
席
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

世
界
の
古
典
・
デ
ュ
マ
の「
三
銃
士
」

を
も
と
に
、
新
た
な
発
想
で
描
く
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
。
ル
イ
14
世
の
た
め
に
立
ち

上
が
る
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
と
、
共
に
戦

う
三
銃
士
と
の
友
情
を
交
え
た
、
愛

と
勇
気
の
冒
険
物
語
。
月
組
ト
ッ
プ

ス
タ
ー
の
珠
城
り
ょ
う
が
ダ
ル
タ
ニ

ア
ン
、
ト
ッ
プ
娘
役
の
愛
希
れ
い
か

が
ル
イ
14
世
を
演
じ
ま
し
た
。

　

宝
塚
独
特
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
、
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が
一
体
と
な

り
、
皆
様
、
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
も

余
韻
に
浸
っ
て
お
り
ま
し
た
。

に
溶
け
込
ん
だ
気
分
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

方
広
寺
で
は
、
僧
侶
に
よ
る
境
内

案
内
を
受
け
、
釈
迦
三
尊
を
目
前
で

拝
顔
し
、
精
進
料
理
で
は
、「
ウ
ナ

ギ
も
ど
き
」
の
味
・
料
理
方
法
に
関

心
が
集
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
帰

り
道
、
参
道
を
下
り
、
五
百
羅
漢
を

眺
め
な
が
ら
、
ご
自
分
に
似
た
お
顔

の
羅
漢
様
を
捜
し
た
り
と
、
い
つ
も

と
は
違
っ
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。（
今
回
の
企
画
・
運
営
は
一
杉
・

鈴
木
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
）

棚田を背にして全員集合！

皆さん、お笑い好きです！

東京宝塚劇場ロビーにて

すこやか長寿 77 号 16

9
月
21
日

11
月
1
日

9
月
20
日
、22
日

財団会員事業レポート

東
京
宝
塚
劇
場
月
組
公
演

「
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
と

太
陽
王
」

思
い
っ
き
り
笑
っ
て
！
浅
草
寄
席

〜
合
間
に
ち
ょ
っ
と

　

浅
草
寺
ま
で
〜

久
留
女
木
（
く
る
め
き
）
の
棚
田
と

奥
山
・
方
広
寺のどかな棚田を歩くのは気持ちいい

撮影：勝呂武さん



　

台
風
の
影
響
で
1
週
間
後
の
開
催

と
な
り
、
参
加
者
も
半
数
近
く
ま
で

減
り
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
普
段
な
か

な
か
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
宮
大
工

の
工
事
現
場
を
尋
ね
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
宮
大
工
（
株
）
飛
鳥
工
務

店
社
長
（
棟
梁
）
の
鈴
木
鉄
雄
氏

に
よ
る
案
内
で
、「
臨
済
宗
三
邑
院
」

へ
。
桁
と
梁
と
の
組
み
合
わ
せ
の
説

明
な
ど
、
現
場
だ
か
ら
こ
そ
解
る
詳

し
い
説
明
の
な
か
、
質
問
が
飛
び
交

い
、
皆
様
の
興
味
の
深
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
お
散
歩
気
分
で

歩
い
た
標
高
約
８
５
０
ｍ
の
四
尾
連

湖
畔
は
、
木
々
の
間
か
ら
太
陽
の
光

が
差
し
込
み
、
湖
面
に
映
る
山
々
の

紅
葉
と
重
な
り
、
美
し
さ
倍
増
で
し

た
。
こ
ん
な
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る

の
で
す
ね
？
と
会
員
の
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
！
（
実
は
、

過
去
の
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
た
り

し
て
。）
ほ
っ
と
一
安
心
。

　

昼
食
は
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
た

遠
州
横
須
賀
の
中
心
に
あ
る
、「
割

烹
旅
館　

八
百
甚
」
で
い
た
だ
い
た

あ
と
、
地
元
ガ
イ
ド
の
鈴
木
武
史

氏
と
一
緒
に
街
道
を
歩
き
、
古
く
か

ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
言
い
伝
え
や

神
社
の
存
在
に
納
得
し
、
昔
か
ら
の

手
作
り
凧
、
こ
だ
わ
り
醤
油
、
麩
菓

子
作
り
に
感
動
し
て
い
る
皆
様
で
し

た
。
羊
羹
も
買
え
た
で
し
ょ
う
か
？

（
今
回
の
企
画
・
運
営
は
一
杉
・
鈴

木
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
）

　

昼
食
の
「
お
か
め
鮨
」
は
、
な
か

な
か
お
い
し
か
っ
た
と
、
好
評
で
し

た
。

　

午
後
に
訪
れ
た
大
柳
川
渓
谷
は
、

雨
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、
滝
の
水

量
が
多
く
、
圧
倒
さ
れ
る
感
じ
で
し

た
。
8
個
の
個
性
的
な
つ
り
橋
も
、

全
員
渡
り
切
り
、
一
面
紅
葉
に
包
ま

れ
た
景
色
を
満
喫
し
ま
し
た
。

（
今
回
の
企
画
・
運
営
は
森
嶋
・
新

井
ス
タ
ッ
フ
が
担
当　

看
護
の
井

出
・
田
村
様
、
御
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。）

すこやか長寿 77 号17

11
月
13
日

11
月
6
日

財団会員事業レポート

伝
説
の
山
上
湖
「
四
尾
連
湖
」
と

　
　
　
　

大
柳
川
渓
谷
つ
り
橋
散
策

遠
州
横
須
賀
み
て
あ
る
き
と
技
極
み
！

「
宮
大
工
」
を
尋
ね
て

ガイドさんの説明は真剣に聞きます

飛鳥工務店住宅前にて

自然の美しさにしびれた皆さん　撮影：勝呂武さん

ちょっと怖いけど、頑張ります
撮影：森嶋勝美さん



●
日　

時

　

平
成
30
年
1
月
20
日
（
土
）

　

13
：
00
～
16
：
30

●
会　

場　

静
岡
県
立
美
術
館
講
堂

　
　
　
　
（
静
岡
市
駿
河
区
谷
田
五
三−

二
）

●
内　

容　

　

①
第
21
回
美
術
展
入
賞
者
表
彰
式

　

②
第
18
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会

　
　

入
賞
者
表
彰
式
と
作
品
発
表

　

③
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
　
（
東
海
大
学
静
岡
吹
奏
楽
団
）

　

④
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　

⑤
落
語
特
別
公
演

　
　

春
風
亭
百
栄
師
匠

　
　
（
静
岡
市
清
水
区
出
身　

真
打
）

　

⑥
お
楽
し
み
抽
選
会

●
入
場
料　
無
料
（
先
着
２
０
０
名
）

　
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。（
要
事
前
申
込
）

三
島
駅
北
口
・
清
水
駅
東
口
・
掛
川
駅
南
口
・
焼
津
駅

北
口
・
静
岡
駅
南
口
　
発
着
時
間
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

企
業
・
団
体
に
よ
る
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
情
報
提
供
（
ブ
ー
ス
展
示
）、
活
動

発
表
及
び
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
な

さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時

　

平
成
30
年
2
月
16
日
（
金
）

　

13
：
00
～
16
：
30

●
会
　
場　

ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松

　

コ
ン
グ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
３
階
31
会
議
室

　
（
浜
松
市
中
区
板
屋
町
一
一
一

−

一
）

●
内
　
容　

　

①
ブ
ー
ス
展
示
（
13
：
00
～
14
：
00
）

　

②
活
動
発
表
（
14
：
00
～
15
：
00
）

　

③
講
演
会
（
15
：
10
～
16
：
30
）

　
　

演
題

　
　
　

健
康
づ
く
り
は
あ
な
た
が
主
役

　
　
　

～
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
気
長
寿
～

　
　

講
師

　
　
　

田
中　

喜
代
次
氏

（
筑
波
大
学
体
育
系　

教
授
）

●
入
場
料
　
無
料

春風亭百栄師匠

昨年の美術展

すこやか長寿 77 号 18

平
成
29
年
度
す
こ
や
か
長
寿
祭

ふ
れ
あ
い
広
場
の
開
催

財団だより 公益財団法人しずおか健康長寿財団

し
ず
お
か
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

連
携
・
協
働
の
つ
ど
い
（
西
部
会
場
）

〒 420-0856 静岡市葵区駿府町１番 70 号

Tel 054-253-4221　Fax 054-253-4222
ホームページ http://www.sukoyaka.or.jp（財団）

http://www.kenkouikigai.jp（生きがい・仲間づくり情報）
電子メール ikigai@sukoyaka.or.jp

ご参加お待ちしてま〜す

　入会する際は、地域の単位クラブに直接申込んでください。もよりのクラブがわから
ないときは、お住まいの市・町シニアクラブ連合会（市町老人クラブ連合会）事務局ま
たは、シニアクラブ静岡県（静岡県老人クラブ連合会）にお問い合わせ下さい。

安全・安心・美しい街を
次世代につなげる活動

あなたの参加で
楽しいクラブづくり

高齢者が相互に
支え合う友愛活動 生活と地域を豊かにする

楽しいクラブ活動

健康✿友愛✿奉仕
子育て支援、

次世代教育への参加

はつらつとした
クラブづくり

心とからだの
健康づくり

地 域 の 絆 を 深 め よ う

シニアクラブ静岡県（静岡県老人クラブ連合会）
電話054‐254‐5225　FAX 054‐254‐6510
HP：http://www.senior-club-shizuokaken.jp

入会
方法



すこやか長寿 77 号19

□ 本　　　　社
　〒650-0022　神戸市中央区元町通４-４-８ タイムスビル 9階・10 階
　TEL 078-351-3387　FAX 078-351-3343

□ 東 京 支 社
　〒140-0014　東京都品川区大井 1-24-5 大井町センタービル 7階
　TEL 03-5718-3900　FAX 03-5718-3901

□ 静 岡 支 店
　〒422-8067　静岡市駿河区南町 10-6 村上駅南ビル７階 
　TEL 054-283-5424　FAX 054-283-5626

□ 福 岡 支 店
　〒812-0013　福岡市博多区博多駅東 1-13-6 竹山博多ビル 7階
　TEL 092-292-6538　FAX 092-292-6539

http://www.nichicomi.com

ずっと、元気に。誰もがいつまでも
　　活躍できる社会へ

全国の老人クラブ会報紙発行の
　　　　　　お手伝いをしています



発
行

元
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公
益

財
団

法
人

し
ず

お
か

健
康

長
寿

財
団
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420-0856

静
岡
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区
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府
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1
番
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60 歳を過ぎたら、シルバー人材センターで働いて
みませんか？
各市町シルバー人材センターにて技能講習実施中

《事例》

＜問合せ先＞

公益社団法人 静岡県シルバー人材センター連合会　　http://shizuoka-ksjc.ne.jp

静岡県静岡市葵区黒金町 5 番地の 1　静岡県勤労者総合会館 4 階　TEL 054-254-7240

　シルバー人材センターが高齢者に人手不足分野等で就業する機会を円滑に提供できるよう

にするために、静岡県シルバー人材センター連合会が静岡労働局から受託して高齢者に人手

不足分野等での就業に必要な能力を習得していただけるように技能講習等も実施しています。

★技能講習対象者

１ 静岡県内在住者でシルバー人材センターで

　 の就業を希望する６０歳以上の方。

２ シルバー人材センターの会員でない方、

　 各地域のシルバー人材センターへの入会

　 が条件となります。

　技能講習内容・受講申し込み方法につきま

しては今後決定次第順次、新聞折込み広告や

ホームページ等にて公開していきます。

※詳しくは、お住まいの市町の各シルバー

　人材センターへお問合せください。

チエブクロー

① 高齢者の生活の安定、生きがいの

　 向上、健康の維持・増進

② 企業の人手不足の解消

③ 地域社会・経済の維持・発展等

あなたの生きがい、きっと、ここにあります

のために重要です。

　高齢化や労働力人口の減少が進行

する中、人手不足分野や現役世代を支

える分野での高齢者の就業の促進は、


